
 

 

 
  

「進路学習」での高校調べ 
 中学３年に進級するまで約２カ月となりました。２年生としての日々が終わりに近

づいてくると『受験』という二文字が頭をよぎるようになります。自分の進路を具体

的に選択するために「総合」の時間で進路学習をしています。１回目は、「PAS カー

ド」を使って自分の興味や適性を知るアンケートをとりました。２月の下旬に結果が

返却されます。現在は、高校を一人一校決めて、その高校について調べ学習を行って

います。そして、２月７日（金）、筑紫区一斉学力診断テストが行われます。２年生の

総まとめとして学習状況を判断する大切なテストです。同日行われる３年生の私立前

期入試に、来年の自分たちを重ね合わせて、全力で取り組んでください。また、来週

１３日（木）、１４日（金）の２日間、後期期末考査も実施されます。ワークなどを活

用して計画的に学習を進めましょう。 

２０２５年２月の天体観測 
２月１５日（土）に「宵の明星・金星」の明るさが最大となる最高光度を迎え、日の入

り後の西の空で観測できます。金星は三日月のように見えるため、双眼鏡や望遠鏡を持っ

ている場合は、金星のかけた様子も見てみてください。 

日本では古来から「月」を楽しみ、愛してきました。建物を建てるときに、月を見るた

めの「月見台」を用意するとか、中秋の名月が治まる位置に窓を作るとか、月を楽しむた

めにさまざまなアイディアを駆使してきました。足利義政

が建立した、京都の銀閣寺（正式名称は慈照寺）は大変有

名ですが、修学旅行で観光した人もいると思います。そこ

にある「向月台」を知っていますか？白砂を波形に盛り上

げた銀沙灘（ぎんしゃだん）と、白砂を富士山のような円

錐形に盛り固めた向月台（こうげつだい）。向月台の上に座

って、東山に昇る月を眺めたと言われています。 

月の初めを「朔日（ついたち）」と言いますが、その語源

は「月立ち」の音変化と言われています。月立ちの「立ち」は、出現する、表れると言う

意味。月の満ち欠けによって月日を数える旧暦では、新月が表れる日を、その月の最初の

日としていました。月は私たちの生活とも深く結びついています。月の満ち欠けが書かれ

た「月齢カレンダー」があるご家庭もあるかもしれません（アプリもありますね）。忙しい

毎日、空を見上げて月を愛で、穏やかな気持ちで一日を終え、また新しい気持ちで朝を迎

えては･･･? 

 

◇２月行事予定◇ 

 
日頃より、学校教育へのご理解・ご協力いただきありがとうございます。 

２月２１日（金）授業参観後に、進路説明会が実施される予定です。ご都合がよろ

しければ、ご参加ください。 

２月２１日（金）の予定 

５校時 １４：１５～１５：００ 授業参観 

６校時 １５：２０～１６：０５ 進路説明会 場所：体育館 
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